
令和４年度 あきたスマートカレッジ Ｇ講座内容報告

Ｇ１ 全８回の初回として芥川賞に関わるオリエンテーションとし
て、北条シニアコーディネーターがプロローグとしての講話を担当し
ました。特に「或旧友へ送る手記」として芥川龍之介の「遺書」を取
り上げ、芥川の思い悩む様子が解説されました。また、友人の菊池寛
による芥川・直木賞制定までの経緯についても紹介されました。
Ｇ２ 高井有一氏と高橋秀晴氏の深いつながりを感じさせるエピソ
ードが講演の中で多く紹介されました。「北の河」執筆の背景として、
高井氏の母親に対する思いと郷土観にふれながら同氏の人生観、文学
観について述べられました。
Ｇ３ 前段では受賞作品である「蒼氓」を発表する前後、石川達三
氏がどのような経歴をたどってきたのか年表を用いて説明されました。
特に、日本からの移民に関わる近代史の紹介や「蒼氓」はブラジル移
民船へ乗り込んだ際の体験と見聞に基づきながら、多くの家族の群像
を描いていることが述べられました。後半はルポルタージュについて
取り上げられ、国際化や戦争、日本政府の国策等社会的関心がどのよ
うに表現されてきたのか事実、史実との相違点にふれられました。
Ｇ４ アイヌの酋長コシャマインの戦いと死を描いた「コシャマイ
ン記」の概要と章ごとに小見出しを付けながら作品の詳細内容が紹介
されました。また、第３回芥川賞の選考委員による評と鶴田氏の受賞
後のエッセイや伊藤永之介氏と金田一京助氏の作品に対する見解が述
べられ、アイヌを題材とするそれまでの作品とは異なり、事件小説で
はなく、民族的運命を象徴的に表現したアイヌ絵巻であると示されま
した。
○今年度も県立図書館との連携事業として「スマカレ関連図書コーナ
ー」が、同図書館２階の閲覧室内に設置されました。


